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富山市市民生活部 市民協働相談課

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、配偶者や
恋人など親密な関係にある人からの暴力のことを
いいます。夫婦やパートナーに関する悩みは、ひとり
で悩まず、ご相談ください。

心理学の交流分析を活用して、自分のコミュニケーションのクセを理解し、その改善方法を学ぶ講座を開催しました。
「人と関わることの良さを実感できた。やってみると意外にできて笑顔も増えるし、褒められると気分が良い。」と受講者
から感想があり、人との対話による交流を楽しみました。

各種相談を行っています
相談日程は、市ホームページで案内しています。

●ＤＶ（配偶者・パートナーからの暴力）相談

●弁護士による夫婦・男女に関する法律相談
●臨床心理士による夫婦・男女に関する悩み相談

ＤＶ相談 専用電話

■日時 ： 令和7年5月17日（土）14：00～15：30　■場所：とやま市民交流館（ＣｉＣ３階）

新富町一丁目2-3 ＣｉＣ３階
TEL：076-433-1760

富山市男女共同参画
推進センター

※来所相談については、
電話予約をお願いします。 詳細はこちら▶

■講師 ： 野口 喜美代さん（NPO法人日本交流分析協会北陸支部 准教授）

バックナンバーを
公開しています。

男女共同
参画講座を
開催しています！

ＴEL：076-433-2210

男女共同参画推進センターからのお知らせ

男女共同参画講座を
開催しました

男女共同参画に関するさまざまな学習啓発講座を、無料で開催しています。
詳しくは「広報とやま」に随時掲載します。どうぞお気軽にご参加ください。

ひとりで
悩まないで

お問い合わせ

自己理解から考えるコミュニケーション ～あなたもOK、わたしもOK～

城尾 編集委員

村上 編集委員
藤井 編集委員

編集後記

この号の発刊に際しまして、

多くの方々にご協力いただき、

ありがとうございました。

「働く」をテーマとした今回の特集で
は、さまざまな職種や立場の方々から、それぞれの想いや願い、
メッセージを伺いました。取材を通して、あたたかな優しさにふ
れた場面もあれば、迷いながらもぶれずに歩み続ける勇気を感
じた瞬間もありました。お一人お一人の言葉には、その人らしい
「働く」があり、改めてその多様さに気づかされました。
　読み終えたあと、それぞれの「働く」を考えるきっかけになって
いただけたらうれしいです。

特集記事では「働く」をテーマにいろ
いろな職業の方にお話を伺いました。自分とは違う、別の働き方
があることについて考えるきっかけを読者の皆さまに提供した
いと思ったのですが、その意図が少しでも伝わったら幸いです。
　編集会議での話し合いや作業の過程で「富山で働き暮らすこ
と」について改めて考える時間を持てたことは、私自身の生活を
見つめ直すことにもなり、大きな収穫でしたが、同時に、自分がい
かに富山のことを知らないかを思い知らされました。これからは
「富山のいいとこ探し」を頑張りたいと思っています。

「聞き上手になりたい」と思う。昔の思
い出や、専門家や名人の話、感動的な話、ドジな話、どんな話でも
聞くことで自分の心をときめかせたい。素直な気持ちで好奇心の
赴くまま人の話を聞いたとき、自分の気持ちもそこに重ね合わ
さって必ず新しい何かを感じ取る。
　今回取材させていただいた近藤裕世さんと鈴木佑実さんのお
言葉は真摯で美しかった。「今」をひたむきに生き、楽しみ、夢と希
望にいちずに立ち向かっている人の言葉。気負いも誇張も野望も
ない、威張りもしない。お人柄が滲んでいた。優しい言葉で壮大
な未来を語っている。こちらにも夢が乗り移ってきたと思った。
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特集②  これからの“みんなの防災”

男女共同参画とやま 市民フェスティバル2025

男女共同参画社会づくり作文コンクール
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男女共同参画社会の実現に向けて、市民一人ひとりが
男女共同参画に関する正しい理解と認識を深めることを目的に、
公募市民3人からなる編集委員によって企画・編集された情報交流誌です。

とは？



緑茂る山々を背に、富山市街地を一望できる八尾・黒瀬谷地区。
そこを拠点に、ユニークな事業を展開している大下さんにお話を伺いました。

シャクヤクの摘み取り体験について教えてください。
　フラワーロス対策として始めました。黒瀬谷地区で育てて
いたシャクヤクがコロナ禍で全く売れなくなり、農家の方が
困っていたため、「お客さんに摘んでもらおう」と思い立ち、始
めました。毎年５月に行っていて、昨年で6年目になりました。
リピーターの方も多いです。
　シャクヤクは咲かせるのが難しい花だとよく言われます。
体験会では、お花を長く楽しんでいただくため、咲く直前の、
奥にふわっと柔らかさを感じるつぼみの状態で皆さんに摘
んでもらっています。

大下さんは黒瀬谷で生まれたそうですね。
黒瀬谷の魅力や思いについてお聞かせください。

　私は都会や海外に行くのも好きですが、やはりここは
いいなと感じます。どこに行っても、帰ってきたいと思う
場所です。黒瀬谷の魅力は、自然の近さですね。一日一日
違う自然に、面白さを感じます。
　地域を盛り上げるために、みんながワクワクできるよう
なお手伝いができればうれしいです。

　いろいろな事業に、「喜ばれるに違いない！」という“思い
込み力”で取り組んできました。やはり、人の役に立つこと、
元気になってもらえることに喜びを感じます。
　また、いろんな人と出会い、お話しすると、頭の中だけで
考えていた世界が広がる感じがして、とても楽しいです。
　「すみません、今日も来ちゃいました。」そんなコミュニ
ケーションが、私は好きなんだと思います。

　起業のきっかけは、富山の薬品会社の方と化粧品の共同
開発を始めたことです。約8年前、肌トラブルに悩む家族が、
ケアのたびに苦労する姿を間近で見ていたので、「本当に安
心して使えるものを作りたい」という一心で開発しました。
試作と改良を繰り返し、約2年。ようやく納得のいく製品が
完成しました。あの時の達成感は今でも忘れられません。

人とのつながりを仕事に ～黒瀬谷で働く、生きる～

大下さんにとって、働くこととは何ですか？

　いろいろなことにチャレンジしてみてください。どんなに
小さなことでも、行動に移してみると、困ったときに助けて
くれる人が必ず現れます。出会いが増えればつながりもで
きて、自然と成長していけると思います。

夢に向かって頑張っている人へメッセージをお願
いします。

　私は「わな猟免許」を持っていて、ジビエのレシピ開発に
とても興味があります。

これから取り組みたいことはありますか？

HELLOWELLCOMPANY株式会社 代表

富山市黒瀬谷出身

心と体の健康に関わるテーマで、化粧品の
開発・販売、シャクヤクの摘み取り体験、
黒瀬谷地区でとれた米の販売促進、アロマ
のワークショップなどを行う。

大下 夕佳 さんPr�  i le おお した ゆう か

起業のきっかけを教えてください。
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誰かのために働くことが、自分を育ててくれる。
人が人に感謝する関係の中で働くことの喜びを本田さんに伺いました。

介護の仕事を選んだきっかけは何ですか？

　私の兄が、障害がある方の介護士をしています。兄から勧
められたことも一つですが、日頃から仕事の話を聞くうちに、
この職業を身近に感じるようになりました。また、私自身「お
ばあちゃん子」で、小さい頃から高齢の方と接する機会が多
かったこともあり、自然と介護の仕事に興味を持ちました。

どんな時にやりがいを感じますか？
大変だったことは何ですか？

　利用者さんから「ありがとう」「助かったよ」「レクリエー
ションが楽しかったよ」などと笑顔で声をかけられると本当
にうれしいし、私も「今日も元気でありがとう」というあたた
かい気持ちになるんです。そう感じる瞬間が、この仕事の魅
力です。
　例えば、ものをつくる仕事も素晴らしいけれど、つくった
人に直接「ありがとう」と伝える機会はなかなかないと思い
ます。介護の仕事は、直接、感謝の言葉をもらえ、そのたびに
「自分が誰かの役に立てている」と感じられて、うれしくなる
んです。
　大変だったのは、最初にお名前と顔、一人一人の体の具
合を覚えること。早く覚えて、利用者さんと関わりたいという
思いで、頑張りました。

これからの目標を教えてください。

　早く後輩ができたらいいな！自分を指導してくれた先輩
のように、頼られる存在になることが目標です。今後は、夜
勤にも挑戦して、さらに成長したいです。また、介護という仕
事の魅力をもっと発信して、一緒に働く仲間を増やしていき
たいと思っています。

介護士を目指す人へメッセージをお願いします。

　介護というとネガティブなイメージを持たれることもあり
ますが、実際は全く違います。大変なこともありますが、性別
に関係なく活躍でき、人生の先輩から学ぶことも多い仕事
です。人と関わることが好きな人には、きっと天職になると
思います。

　プリセプター制度※1があり、男性の先輩がマンツーマンで
丁寧に指導してくれます。年が近いこともあって、何でも相
談しやすく、安心して働ける環境です。休日は、法人内の
フットサルチームで体を動かしたり、友だちと過ごしたりし
てリフレッシュしています。

“ありがとう”から始まる、僕の仕事 ～感謝の中で育てられていく自分～

介護福祉士

富山市出身、富山福祉短期大学 卒業。

2025年4月、特定医療法人財団五省会に入社。
介護老人保健施設みどり苑（秋ヶ島）で入浴・
食事・排泄介助など、利用者の生活全般を
サポート。

本田 稜太 さんPr�  i le ほん だ りょうた

入社１年目の現在、どのように働いていますか？
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※2介護DX（デジタルトランスフォーメーション）・・・最新の介護
テクノロジーを活用し、現場の業務や働き方、サービスを改善
すること。職員の負担を減らし、質の高いケアの提供を目指す。

※1プリセプター制度・・・一人の先輩が、一人の新人に対し、一定期間
マンツーマンで指導・教育・精神的サポートを行う新人育成制度

「みどり苑」の良さを教えてください。

　介護DX※2がすすんでいること
です。部屋の様子を24時間見守
るAIを利用したシステムや、音声
入力で介護記録ができるアプリ
などを使って、効率的にケアする
ことができます。その分、利用者さんと、ゆっくり向き合える
時間が増えました。
　また、みどり苑は男性の介護士が多く、育休を取得した方
もいて、福利厚生がしっかりしています。

働く理由

働く理由

摘み取り体験では約20種類の
シャクヤクを摘み取ることができます。

贈り物にもおすすめ。
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